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尾形光琳筆「扇面貼交手筥」に関する一試論（新井ゆい）

尾
形
光
琳
筆
「
扇
面
貼
交
手
筥
」
に
関
す
る
一
試
論

│
│
手
筥
媒
体
に
よ
る
画
面
展
開
│
│

新　

井　

ゆ　

い

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
手
筥　

②
富
士
越
龍　

③
白
楽
天　

④
富
士
見
西
行　

⑤
一
対
﹈

は
じ
め
に　

研
究
史
と
問
題
提
起

　

江
戸
の
中
期
に
活
躍
し
た
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
）
は
、
絵
画
の
ほ
か
、
陶
器
の
絵
付
け
や
蒔
絵
の
意
匠
に
も
携

わ
っ
て
い
た
。
光
琳
の
意
匠
は
、
雛
形
本
や
『
蒔
絵
大
全
』
な
ど
の
版
本
に
よ
っ
て
光
琳
風
の
図
案
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る）

1
（

。

　

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
和
文
華
館
の
「
扇
面
貼
交
手
筥
」（
挿
図
1
）
は
、
二
方
桟
蓋
と
、
懸
子
、
身
の
三
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
面
が
金
箔
地
の
桐
箱
で
、
全
一
四
面
中
一
〇
面
に
、
八
枚
の
扇
面
と
四
枚
の
団
扇
面
が
各
面
に
添
付
さ
れ

て
い
る
（
資
料
1
）。
そ
の
内
訳
は
、
蓋
の
表
裏
に
団
扇
面
が
二
枚
ず
つ
、
懸
子
の
表
裏
に
扇
面
が
一
枚
ず
つ
、
そ
し
て
身
の
外

側
面
に
各
一
枚
の
計
一
二
枚
で
あ
り
、
ど
の
面
を
見
て
も
光
琳
様
式
の
扇
面
画
を
鑑
賞
で
き
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
言

え
よ
う）

2
（

。
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挿図 1　尾形光琳筆「扇面貼交手筥」（重要文化財）1合、箱・
木製金地、扇面画・紙本着色　紙本墨画、縦 27.3　横 38.2　高
18.8、江戸時代 18 世紀、奈良　大和文華館

（資料 1）手筥の構成

③燕子花図 ①菊図

②菊図

⑤富岳図⑥雲竜図

⑨白楽天図

⑩梅図⑪竹図⑫松葉図⑧西行図

⑦樹下人物図

④枯芦図

裏 表

蓋

懸
子

身
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（資料 2）先行研究で指摘された扇面画の図様の類例作品一覧

図

面

主
題

着
色

図
様
の
類
例
作
品

①

蓋

表

右

菊

濃
彩

弟
子
制
作
（
典
拠
一
）

②

左

菊

濃
彩

尾
形
光
琳
筆
「
草
花
図
団
扇
」（
典
拠
一
）

③

裏

右

燕
子
花

濃
彩

尾
形
光
琳
「
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵

尾
形
光
琳
筆
「
八
橋
図
団
扇
」
畠
山
記
念
館
蔵
（
典
拠
二
）

④

左

枯
芦

濃
彩

⑤

懸
子

表

富
岳

濃
彩

尾
形
光
琳
、
他
筆
「
扇
面
貼
付
屏
風
」
静
嘉
堂
文
庫
蔵
（
典
拠
一
）

伝
尾
形
光
琳
画
、
鈴
木
其
一
下
絵
画
「
富
士
図
扇
面
貼
付
薄
図
」
出
光
美
術
館
蔵
（
典
拠
三
）

⑥

裏

雲
竜

墨
画

宗
達
筆
龍
図
群
（
典
拠
一
）

⑦

身

外

前

樹
下
人
物

濃
彩

海
田
采
女
本
系
『
西
行
物
語
絵
巻
』
第
一
巻
第
三
段
と
第
五
段
（
典
拠
一
）

⑧

左

西
行

濃
彩

俵
屋
宗
達
模
写
『
西
行
物
語
絵
巻
』
文
化
庁
第
三
巻
第
三
段
（
典
拠
一
）

⑨

後

白
楽
天

濃
彩

尾
形
光
琳
筆
「
白
楽
天
図
屏
風
」
根
津
美
術
館
蔵
（
典
拠
四
）

⑩

右

梅

濃
彩

⑪

底

表

竹

金
泥

本
阿
弥
光
悦
書
、
俵
屋
宗
達
下
絵
「
金
銀
泥
四
季
草
花
下
絵
古
今
集
和
歌
巻
」（
典
拠
一
）

尾
形
光
琳
筆
、
尾
形
乾
山
作
「
銹
絵
竹
図
角
皿
」
出
光
美
術
館
蔵
（
典
拠
五
）

⑫

裏

松
葉

金
泥

尾
形
光
琳
、
他
筆
「
扇
面
貼
付
屏
風
」
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
扇
屋
職
人
制
作
説
（
典
拠
一
）
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典
拠
文
献

（
典
拠
一
）
山
根
有
三
「
光
琳
筆
扇
面
貼
交
手
筥
」『
大
和
文
華
』
三
三
号
、
大
和
文
華
館
、
一
九
六
〇
年

（
典
拠
二
）
中
部
義
隆
「
尾
形
光
琳
筆
「『
八
橋
図
』（
扇
面
貼
交
手
筥
）
に
つ
い
て
」『
美
の
た
よ
り
』
一
五
四
号
、
二
〇
〇

六
年

（
典
拠
三
）
成
瀬
不
二
雄
『
富
士
山
の
絵
画
史
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

（
典
拠
四
）
野
口
剛
作
品
解
説
『
尾
形
光
琳
3 

0 

0
年
忌
記
念
特
別
展　

燕
子
花
と
紅
白
梅　

光
琳
デ
ザ
イ
ン
の
秘
密
』
根

津
美
術
館
、
二
〇
一
五
年

（
典
拠
五
）
中
部
義
隆
「
尾
形
光
琳
筆
「『
雲
竜
図
』（
扇
面
貼
交
手
筥
）
に
つ
い
て
」『
美
の
た
よ
り
』
一
六
六
号
、
大
和
文

華
館
、
二
〇
〇
九
年
四
月

※　

本
手
筥
は
前
後
の
向
き
が
定
め
ら
れ
て
い
た
か
は
判
明
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
大
和
文
化
館
の
中
部
氏
の
動
画
に
よ

る
作
品
紹
介）

16
（

に
則
り
、
便
宜
上
「
樹
下
人
物
図
」
を
前
方
と
定
め
る
。
ま
た
、
資
料
中
の
丸
囲
い
で
表
記
し
た
数
字
は
、

本
文
中
の
丸
囲
い
の
数
字
と
対
応
す
る
。

　

し
か
し
、
手
筥
に
貼
ら
れ
た
扇
面
の
内
の
三
枚
に
は
光
琳
の
落
款
が
あ
る
が
、
残
り
の
扇
面
に
は
落
款
が
無
い）

3
（

。
そ
の
た
め
、

各
図
の
制
作
者
や
箱
に
絵
図
を
貼
り
付
け
た
時
代
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
可
能
性
も
含
め
諸
説
が
述
べ
ら
れ
つ
つ
も
、
い
ま

だ
決
着
が
つ
い
て
い
な
い）

4
（

。

　

先
行
研
究
を
辿
る
と
、
日
本
・
東
洋
古
美
術
研
究
誌
『
国
華
』
で
は
、
過
去
に
一
九
一
〇
年
と
一
九
三
七
年
の
二
回
に
わ
た
り
、
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本
作
の
扇
面
画
を
光
琳
画
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
本
作
が
戦
前
か
ら
光
琳
の
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る）

5
（

。

そ
の
後
、
本
作
に
対
し
実
証
的
な
研
究
を
行
っ
た
の
は
、
山
根
有
三
氏
と
中
部
義
隆
氏
で
あ
る
。
両
者
は
本
作
を
他
作
品
の
落
款

印
章
や
図
様
と
詳
細
に
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

山
根
氏
は
ま
ず
落
款
印
章
の
あ
る
三
枚
の
扇
面
に
注
目
し
、
い
ず
れ
も
光
琳
の
四
〇
代
な
い
し
五
〇
代
以
降
の
作
品
で
あ
る
と

推
定
す
る
。
そ
し
て
、
落
款
印
章
の
無
い
扇
面
五
図
に
つ
い
て
は
、「
西
行
物
語
図
、
白
梅
図
、
樹
下
人
物
図
は
ま
ず
光
琳
筆
と

認
め
ら
れ
、
竹
図
は
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る）

6
（

。
さ
ら
に
、
団
扇
四
枚
に
つ
い
て
は
、
蓋
表
の
「
菊
図
」
①
②

の
う
ち
、
左
上
①
を
光
琳
筆
、
右
下
②
を
弟
子
の
作
で
あ
る
と
推
定
し
、
蓋
裏
の
「
枯
芦
図
」
⑫
も
弟
子
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。

一
方
、「
燕
子
花
図
」
③
は
補
筆
が
多
い
た
め
、
光
琳
筆
か
否
か
見
極
め
か
ね
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
扇
面
画
を
手
筥
に

貼
っ
た
人
物
は
光
琳
で
は
な
く
「
琳
派
を
愛
好
し
た
後
世
の
数
寄
者
の
考
案
と
み
る
の
が
妥
当
」
と
結
論
づ
け
る）

7
（

。
中
部
氏
は
、

各
扇
面
画
に
つ
い
て
琳
派
諸
作
家
の
類
似
作
品
と
比
較
を
行
っ
た）

8
（

。
ほ
か
に
も
、
成
瀬
不
二
雄
氏
や
野
口
剛
氏
も
、
各
扇
面
の
図

様
や
主
題
に
言
及
し
て
い
る）

9
（

。
そ
し
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
類
例
作
品
を
ま
と
め
た
も
の
が
資
料
の
表
で
あ
る
（
資
料

2
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
が
主
眼
と
し
て
き
た
の
は
手
筥
に
貼
ら
れ
た
扇
面
画
の
図
様
と
主
題
で
あ
っ
た
。
本
作
は
扇
面
を

描
い
た
画
家
を
推
定
す
る
こ
と
が
、
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る）

10
（

。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
で
は
本
手
筥

を
光
琳
研
究
の
視
点
か
ら
注
目
し
、
研
究
方
法
で
は
個
々
の
扇
面
画
の
様
式
研
究
に
重
き
が
置
か
れ
て
き
た）

11
（

。

　

し
か
し
、
本
作
が
近
現
代
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
評
価
さ
れ
る
所
以
は
、
単
に
添
付
さ
れ
た
扇
面
画
が
光
琳
画
と
考
え
ら

れ
て
き
た
た
め
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う）

12
（

。
本
作
は
、
扇
面
画
が
屛
風
で
は
な
く
桐
の
手
筥
に
添
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
筥
全
体
が
創

出
し
て
い
る
造
形
性
が
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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よ
っ
て
、
本
論
で
は
多
様
な
扇
面
画
が
貼
ら
れ
た
手
筥
と
し
て
の
趣
向
、
す
な
わ
ち
、
手
筥
に
貼
ら
れ
た
こ
と
で
新
た
に
付
与

さ
れ
た
造
形
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
扇
面
の
う
ち
物
語
図
の
三
図
⑦
⑧
⑨
に
注
目
し
、
両
図
の
画
題
で
あ
る

謡
曲
と
物
語
の
共
通
点
を
挙
げ
る
。
次
に
、
懸
子
と
身
側
面
の
扇
面
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
扇
面
画
画
題
と
貼
付
の
位
置
の

検
討
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
に
好
ま
れ
た
定
型
画
題
と
関
連
づ
け
つ
つ
各
図
の
関
係
性
を
紐
解
き
、
本
手
筥
に
ど
の
よ
う
な
有
機

的
な
世
界
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
扇
面
意
匠
の
蒔
絵
や
扇
面
を
貼
り
付
け
た
屛
風
な
ど
と
比
較
し
、

本
作
の
着
想
源
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
、
光
琳
や
琳
派
諸
家
と
の
扇
面
画
と
の
比
較
か
ら
、
扇
面
画
が
手
筥
に
貼
ら

れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

一　

扇
面
画
同
士
の
関
係
性

　

ま
ず
は
、「
扇
面
貼
交
手
筥
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
よ
う
に
個
々
の
図
様
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
扇
面
同
士
の
関
係
性
に

注
目
す
る
。

（
一
）
和
歌
世
界
に
つ
い
て

　
「
扇
面
貼
交
手
筥
」
の
扇
面
画
に
は
、
物
語
図
三
図
と
草
花
図
七
図
、
富
士
図
と
雲
竜
図
が
あ
る
。
ま
ず
、
物
語
図
の
三
図
を

見
て
み
よ
う
。

　

物
語
図
は
「
樹
下
人
物
図
」
⑦
と
「
西
行
図
」
⑧
、「
白
楽
天
図
」
⑨
の
三
図
が
あ
り
、
図
様
や
各
図
の
類
例
は
す
で
に
山
根

氏
や
中
部
氏
ら
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
改
め
て
概
観
し
て
お
こ
う
。「
樹
下
人
物
図
」
⑦
は
渡
辺
家
本
『
西
行
物
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語
絵
巻
』
第
一
巻
の
第
三
段
と
第
五
段
に
描
か
れ
た
人
物
ら
を
、
樹
木
の
下
に
組
み
合
わ
せ
て
描
い
た
図
で
あ
る
。
ま
た
、「
西

行
図
」
⑧
も
同
じ
く
『
西
行
物
語
絵
巻
』
第
三
巻
第
三
段
に
描
か
れ
た
西
行
と
洲
浜
の
図
様
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
白
楽

天
図
」
⑨
は
光
琳
筆
「
白
楽
天
図
屛
風
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
の
図
様
や
小
西
家
文
書
の
絵
手
本
中
の
そ
れ
に
倣
う
。「
白
楽
天

図
」
⑩
は
謡
曲
「
白
楽
天
」
を
主
題
と
し
て
い
る
。

　
「
西
行
図
」
は
、
漂
白
の
歌
人
で
あ
る
西
行
が
出
家
し
、
駿
河
の
国
へ
と
歩
ん
で
い
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、「
白
楽

天
図
」
は
謡
曲
「
白
楽
天
」
を
主
題
と
し
て
い
る
。
謡
曲
「
白
楽
天
」
と
は
、
唐
の
詩
人
白
楽
天
（
白
居
易
）
が
、
日
本
の
知
恵

を
測
れ
と
の
勅
令
に
よ
り
筑
波
の
海
を
渡
っ
て
い
る
時
、
老
い
た
漁
夫
に
姿
を
変
え
た
住
吉
明
神
が
和
歌
を
以
て
圧
倒
し
、
神
風

で
白
楽
天
を
唐
へ
と
吹
き
返
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
。「
白
楽
天
図
」
と
「
西
行
図
」
の
典
拠
と
な
る
物
語
に
は
、
二
つ
共
通
点

が
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
二
図
の
物
語
の
主
題
で
あ
る
『
西
行
物
語
絵
巻
』
及
び
謡
曲
『
白
楽
天
』
が
歌
説
話
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

西
行
物
語
は
、
漂
泊
の
道
々
で
和
歌
を
詠
み
上
げ
る
西
行
の
生
涯
の
説
話
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
『
西
行
物
語
絵
巻
』
に
は
、
桜

の
咲
く
吉
野
山
や
、
萩
や
尾
花
が
鬱
蒼
と
し
た
武
蔵
野
な
ど
、
四
季
折
々
の
景
物
が
細
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
絵
画

に
お
い
て
、
西
行
は
各
所
に
草
木
や
花
々
に
心
を
寄
せ
、
自
身
の
心
情
を
詠
み
上
げ
て
い
る
。

　

本
作
の
扇
面
画
「
白
楽
天
図
」
で
は
、
画
面
右
に
白
楽
天
が
描
か
れ
、
画
面
左
下
に
は
、
老
い
た
漁
夫
に
姿
を
変
え
た
白
楽
天

が
描
か
れ
て
い
る
。
謡
曲
で
は
シ
テ
の
漁
夫
（
住
吉
明
神
）
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
天
竺
の
霊
文
を
唐
土
の
詩
賦
と
し
、
唐
土
の
詩
賦
を
も
つ
て
わ
が
朝
の
歌
と
す
、
さ
れ
ば
三
国
を
和
ら
げ
来
た
る
を
も

つ
て
、
大
い
に
和
ら
ぐ
と
書
い
て
大
和
歌
と
詠
め
り
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花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
棲
め
る
蛙
ま
で
、
唐
土
は
知
ら
ず
日
本
に
は
、
歌
を
詠
み
候
ふ
ぞ
、
翁
も
大
和
詠
を
ば
、
形
の
ご
と
く

詠
む
な
り

 

謡
曲
『
白
楽
天）

13
（

』

　

謡
曲
の
こ
の
問
答
の
部
分
で
は
、
シ
テ
の
漁
夫
が
白
楽
天
に
対
し
和
歌
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
、
天
竺
、
唐
、
そ
し
て
わ
が
朝
、

三
国
を
和
ら
げ
き
た
と
述
べ
、
唐
の
詩
文
を
大
い
に
和
ら
げ
た
も
の
が
我
が
国
の
詩
文
と
な
っ
た
た
め
大
和
歌
と
言
う
と
説
い
て

い
る
。
続
け
て
、
老
い
た
漁
夫
が
和
歌
を
詠
み
上
げ
た
こ
と
に
驚
く
白
楽
天
に
対
し
、
漁
夫
が
日
本
に
お
い
て
は
鳥
類
畜
生
も
含

め
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
が
歌
を
詠
む
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
謡
曲
『
白
楽
天
』
は
、
そ
の
着
想
が
応
永
の
外
寇
に
あ
り
、
ワ
キ
の
白
楽
天
に
よ
る
唐
詩
と
、
シ
テ
の
漁
夫
（
住
吉
明

神
）
の
和
歌
に
よ
る
二
者
対
立
構
図
で
構
成
さ
れ
た
祝
言
能
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）

14
（

。
つ
ま
り
、
本
手
筥
の
「
白
楽
天
図
」
は
和
歌

の
称
揚
を
表
す
図
様
と
い
え
よ
う
。

　
「
扇
面
貼
交
手
筥
」
の
扇
面
画
に
は
菊
、
燕
子
花
、
芦
、
松
、
梅
、
竹
と
言
っ
た
い
ず
れ
も
日
本
古
来
よ
り
和
歌
の
題
材
と
さ

れ
て
き
た
草
花
が
描
か
れ
て
い
る）

15
（

。
本
作
で
は
、
植
物
に
自
身
の
心
象
を
重
ね
る
西
行
と
、
和
歌
の
力
で
白
楽
天
を
圧
倒
さ
せ
る

住
吉
明
神
の
周
り
に
、
草
花
を
描
い
た
扇
面
画
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
手
筥
に
添
付
さ
れ
た
扇
面
は
、
中
世
歌
人
を
代
表
す
る
西
行
と
、
住
吉
明
神
と
白
楽
天
の
和
歌
説
話
、
そ

し
て
和
歌
に
繰
り
返
し
詠
ま
れ
て
き
た
四
季
折
々
の
樹
木
草
花
な
ど
い
ず
れ
も
が
和
歌
の
表
象
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
光
琳
に
よ
る
大
和
絵
の
画
風
で
描
か
れ
た
和
歌
説
話
の
物
語
図
と
、
日
本
古
来
の
草
花
の
図
を
貼
り
交
ぜ
た
本
作
は
、
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和
歌
及
び
そ
の
題
材
と
さ
れ
た
日
本
の
草
花
を
含
め
た
大
和
文
化
の
特
性
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。

（
二
）
身
側
面
か
ら
懸
子
へ
の
物
語
展
開

　

さ
ら
に
、「
樹
下
人
物
図
」
⑦
と
「
西
行
図
」
⑧
、「
白
楽
天
図
」
⑨
の
三
図
の
共
通
点
と
し
て
、
い
ず
れ
も
旅
路
の
場
面
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
側
面
の
連
続
性
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
本
作
の
物
語
図
は
、
い
ず
れ
も
身
の
側
面
に
位
置
す

る
。
本
手
筥
の
物
語
図
は
い
ず
れ
も
身
の
側
面
に
位
置
す
る
。
身
側
面
の
扇
面
画
は
水
平
に
繫
が
っ
て
い
る
。
中
部
氏
が
す
で
に

指
摘
す
る
通
り
で
あ
り
本
論
で
は
割
愛
す
る
が
、
箱
外
の
側
面
正
面
の
「
樹
下
人
物
図
」
⑦
で
向
か
っ
て
左
の
方
向
に
指
を
指
す

公
家
の
動
作
に
よ
っ
て
、
右
か
ら
左
へ
の
連
な
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る）

16
（

。
右
か
ら
左
へ
水
平
に
視
線
が
誘
導
さ
れ
る
構
図
は
、
絵

巻
の
よ
う
で
あ
る
。
本
作
の
人
物
図
は
日
本
美
術
の
物
語
絵
画
の
よ
う
に
水
平
進
行
の
原
則
を
意
識
し
た
貼
り
方
で
あ
り
、
あ
た

か
も
、
こ
れ
ら
の
扇
面
が
連
続
し
た
物
語
を
語
り
だ
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
側
面
と
懸
子
部
分
に
は
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
懸
子
に
は
表
に
「
富
岳
図
」
⑤
が
貼
ら
れ
、
裏
に

は
「
雲
竜
図
」
⑥
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
富
士
と
龍
を
一
揃
い
に
し
た
富
士
越
龍
の
画
題
は
、
江
戸
時
代
に
吉
祥
主
題
と
し
て
好
ま

れ
た
画
題
で
あ
る）

17
（

。
各
図
の
様
式
に
つ
い
て
は
中
部
氏
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
懸
子
の
二
図
に
関
し
て
中
部
氏
は
、「「
富

嶽
図
」
か
ら
「
雲
竜
図
」
へ
続
く
展
開
は
、
龍
が
富
士
山
か
ら
昇
天
す
る
物
語
を
想
わ
せ
ま
す
。」
と
述
べ
る）

18
（

。
つ
ま
り
、
本
作

に
お
け
る
「
富
岳
図
」
⑤
と
「
雲
竜
図
」
⑥
は
、
江
戸
時
代
に
富
士
山
の
定
型
画
題
と
し
て
好
ま
れ
た
富
士
越
龍
図
を
意
識
し
て
、

表
裏
に
組
み
合
わ
せ
て
貼
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
作
の
桐
箱
に
扇
面
画
を
貼
り
付
け
た
人
物
は
、
こ
の
よ
う
な
江

戸
時
代
に
好
ま
れ
た
定
型
画
題
及
び
そ
れ
ら
画
題
を
表
裏
一
対
に
す
る
形
式
に
つ
い
て
熟
知
し
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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こ
の
よ
う
な
、
定
型
画
題
を
分
割
し
一
対
に
す
る
趣
向
性
を
理
解
し
た
上
で
、
懸
子
の
図
と
身
側
面
の
人
物
図
を
比
較
す
る
と
、

両
者
の
各
二
図
に
は
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
こ
か
ら
「
西
行
図
」
⑧
と
「
富
岳
図
」
及
び

「
白
楽
天
図
」
⑨
と
「
雲
竜
図
」
の
関
係
性
に
注
目
す
る
。

　

ま
ず
は
「
西
行
図
」（
挿
図
2
）
と
「
富
岳
図
」（
挿
図
3
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。「
西
行
図
」
で
は
画
面
右
に
西
行
を
大
き
く

挿図 2　「西行図」⑧
図一の身側面

挿図 3　「富岳図」⑤
図一の懸子裏面
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配
し
、
左
端
に
は
画
面
か
ら
は
み
出
る
ほ
ど
に
大
き
な
松
が
生
え
て
い
る
。
同
じ
く
、「
富
岳
図
」
は
富
士
の
麓
で
扇
の
下
辺
を

沿
う
よ
う
に
松
が
並
ん
で
い
る
。「
西
行
図
」
は
近
景
で
「
富
岳
図
」
は
遠
景
の
構
図
で
描
か
れ
る
た
め
、
両
図
の
捉
え
方
は
異

な
る
も
の
の
、
松
の
木
と
い
う
共
通
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
一
致
す
る
。
ま
た
、
富
士
山
と
西
行
の
組
み
合
わ
せ

は
富
士
見
西
行
と
呼
ば
れ
、
富
士
越
龍
と
同
様
に
富
士
山
の
定
型
画
題
で
あ
る
。「
西
行
図
」
で
描
か
れ
る
場
面
の
典
拠
は
、『
西

行
物
語
絵
巻
』
第
三
巻
の
第
三
段
絵
の
伊
勢
へ
入
っ
た
時
の
す
が
た
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る）

19
（

。
し

か
し
、
本
場
面
で
留
ま
ら
ず
、
更
に
『
西
行
物
語
絵
巻
』
を
読
み
進
め
る
と
、
詞
書
第
三
巻
第
四
八
段
で
、
次
の
よ
う
な
場
面
が

出
て
く
る
。

何
処
も
終
の
栖
な
ら
ね
ば
と
思

ふ
に
任
せ
て
行
く
に
、
身
を

浮
き
（
憂
き
）
島
の
原
を
過
ぐ
と
て
、

富
士
の
高
嶺
煙
は
雲
に

消
え
け
れ
ば
、
業
平
中
将
の
、「
山
は
不
尽

の
峰
」
と
詠
（
み
）
け
む
思
ひ
出
で
ゝ
、

風
に
靡
く
富
士
の
煙
の
空
に
消
え
て

行
方
も
知
ら
ぬ
我
が
思
ひ
か
な

 

小
松
茂
美
編
「「
西
行
物
語
」
詞
書
釈
文
」『
西
行
物
語
絵
巻）

20
（

』
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こ
れ
は
西
行
が
駿
河
の
国
に
入
っ
た
際
に
、
在
原
業
平
の
詩
歌
を
思
い
出
し
な
が
ら
富
士
を
見
上
げ
る
場
面
の
詞
書
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
二
十
紙
の
図
を
み
る
と
、
富
士
の
麓
に
松
が
囲
う
よ
う
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
西
行
図
」
で
は
西
行
が
第
三
巻

第
三
段
の
伊
勢
を
旅
す
る
場
面
を
描
き
、「
富
岳
図
」
は
第
四
八
段
の
駿
河
の
国
で
西
行
が
見
た
光
景
と
同
じ
で
あ
る
富
士
山
が

描
か
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
本
作
で
は
、
手
筥
外
の
「
西
行
図
」
と
内
の
「
富
岳
図
」
は
富
士
見
西
行
と
い
う
定
型
画
題
と
し
て
意
図
し
て
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
本
手
筥
は
閉
じ
た
ま
ま
「
西
行
図
」
を
見
た
時
点
で
、
鑑
賞
者
は
西
行
の
旅
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ
、

蓋
を
開
く
と
懸
子
の
富
岳
図
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、
物
語
で
駿
河
の
国
に
入
っ
た
場
面
を
想
起
し
、
西
行
に
追
体
験
出
来
る
趣

向
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
「
白
楽
天
図
」（
挿
図
4
）
と
「
雲
竜
図
」（
挿
図
5
）
に
注
目
す
る
。「
白
楽
天
図
」
に
は
、
画
面
上
部
で
白
楽
天
と
住

吉
明
神
の
後
方
に
、
画
面
を
横
切
る
よ
う
に
長
い
雲
が
描
か
れ
て
い
る）

21
（

。
一
方
、「
雲
竜
図
」
で
は
龍
の
周
り
全
体
に
、
水
墨
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
黒
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。
両
図
に
は
、
色
が
反
転
し
て
い
る
が
雲
と
い
う
同
一
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
る
。

　
「
白
楽
天
図
」
は
謡
曲
前
半
か
ら
中
盤
の
白
楽
天
と
漁
夫
に
よ
る
問
答
の
場
面
を
描
く）

22
（

。
こ
の
謡
曲
の
終
曲
の
場
面
で
は
漁
夫

が
住
吉
明
神
に
姿
を
戻
し
て
舞
っ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。

住
吉
現
じ
た
ま
へ
ば
、
住
吉
現
じ
た
ま
へ
ば
、
伊
勢
石
清
水
加
茂
春
日
、
鹿
島
三
島
諏
訪
熱
田
、
安
芸
の
厳
島
の
明
神
は
、

娑
竭
羅
龍
王
の
、
第
三
の
姫
宮
に
て
、
海
上
に
浮
か
ん
で
、
海
青
楽
を
舞
ひ
た
ま
へ
ば
、
八
代
龍
王
は
、
八
り
ん
の
曲
を
奏

し
、
空
海
に
翔
り
つ
つ
、
舞
ひ
遊
ぶ
小
忌
衣
の
、
手
風
神
風
に
、
吹
き
戻
さ
れ
て
唐
船
は
こ
こ
よ
り
漢
土
に
帰
り
け
り
、
げ

に
あ
り
が
た
や
神
と
君
、
げ
に
あ
り
が
た
や
、
神
と
君
が
代
の
、
動
か
ぬ
国
ぞ
久
し
き
、
動
か
ぬ
国
ぞ
久
し
き
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謡
曲
『
白
楽
天）

23
（

』

　

謡
曲
の
本
部
分
で
は
、
住
吉
明
神
が
舞
う
と
日
本
中
の
神
々
が
現
れ
る
様
子
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
謡
曲
の
見
せ
場

挿図 4　「白楽天図」
⑨図一の身側面 右：白楽天／左：漁夫（住吉明神）

挿図 5　「雲竜図」
⑥図一の懸子表面
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は
神
々
の
う
ち
の
中
で
も
厳
島
の
明
神
が
、
神
風
に
よ
っ
て
白
楽
天
を
唐
土
へ
と
返

す
場
面
で
あ
る
。
そ
し
て
、
引
用
箇
所
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
こ
の
厳
島
の
明
神

は
八
代
龍
王
の
う
ち
の
娑
竭
羅
龍
王
の
第
三
の
姫
宮
で
あ
る
。
姫
君
の
舞
い
と
八
代

龍
王
の
演
奏
と
い
う
龍
神
の
威
力
に
よ
っ
て
こ
の
神
風
が
吹
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
「
白
楽
天
図
」
は
謡
曲
『
白
楽
天
』
の
問
答
の
場
面
を
描
き
、「
雲
竜
図
」
は

能
の
終
曲
に
登
場
す
る
龍
神
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
本
作
で
は
手
筥
を
閉
じ

て
「
白
楽
天
図
」
を
見
た
時
点
で
、
鑑
賞
者
は
白
楽
天
と
漁
夫
の
問
答
を
思
い
浮
か

べ
、
蓋
を
開
け
懸
子
の
裏
を
の
ぞ
く
と
「
雲
竜
図
」
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、
鑑
賞

者
は
謡
曲
で
白
楽
天
が
唐
土
へ
吹
き
帰
さ
れ
る
場
面
を
想
起
し
、
謡
曲
を
追
体
験
で

き
る
趣
向
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、「
西
行
図
」
と
「
富
岳
図
」
及
び
「
白
楽
天
図
」
と
「
雲
竜
図
」
を
、
淵

源
と
す
る
物
語
と
関
連
づ
け
分
析
し
た
。
結
果
、
こ
れ
ら
扇
面
画
は
た
だ
大
和
絵
の

画
題
を
各
面
に
一
枚
ず
つ
貼
っ
た
だ
け
で
な
く
、
富
士
越
龍
と
謡
曲
『
白
楽
天
』、

富
士
見
西
行
と
い
う
三
つ
の
定
型
画
題
を
意
識
し
て
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
（
資
料
3
）。
こ
の
よ
う
な
、
二
図
ず
つ
が
一
対
と
な
り
一
つ
の
主
題
を
想
起
さ

せ
る
趣
向
は
、
表
と
裏
、
内
と
外
と
い
う
二
面
性
を
持
つ
手
筥
の
特
性
が
あ
っ
て
こ

そ
可
能
で
あ
る
。
身
の
側
面
の
物
語
図
と
、
内
側
の
懸
子
は
、
松
と
雲
と
い
う
共
通

（資料 3）扇面画の関係

富士越龍

富士見西行謡曲『白楽天』

懸子表面
雲竜図

懸子裏面
富岳図

身側面
白楽天図

身側面
西行図
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の
主
題
に
よ
っ
て
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
旅
を
行
く
登
場
人
物
に
関
わ
る
富
士
と
龍
の
主
題
が
物
語
の
展
開
を
想
起
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
物
語
主
題
の
扇
面
画
は
独
立
し
て
描
か
れ
、
各
扇
面
画
を
描
い
た
時
点
か
ら
各
画
題
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
西
行
図
」
と
「
富
岳
図
」
が
松
と
い
う
共
通
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
、「
白
楽
天
図
」
と
「
雲
竜
図
」
が
同

じ
く
流
れ
る
雲
と
い
う
共
通
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
、
身
側
面
と
懸
子
に
貼
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
要
因
は
、
物
語
展
開
を
知
る
人

物
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
本
手
筥
で
意
図
さ
れ
た
三
組
の
一
対
形
式
は
い
つ
頃
好
ま
れ
た
画
題
で
あ
ろ
う
か
。
富
士
越
龍
と
富
士
見
西
行
、『
白

楽
天
』
の
画
題
の
う
ち
、
白
楽
天
の
よ
う
に
雲
竜
と
白
楽
天
、
住
吉
明
神
を
一
画
面
に
描
く
作
品
は
、
現
在
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

富
士
越
龍
の
画
題
は
二
〇
一
八
年
の
「
富
士
山
絵
画
の
正
統
」
展
で
ま
と
め
ら
れ
た
通
り
、
狩
野
永
徳
（
一
六
〇
二
〜
一
六
七

四
）
作
「
富
士
に
龍
図
」（
慶
瑞
寺
蔵
）
が
先
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
狩
野
永
信
（
一
七
七
五
〜
一
八
二
八
年
）
や
葛
飾
北
斎

（
一
七
六
〇
〜
一
八
四
九
）
ら
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
っ
た）

24
（

。
つ
ま
り
、
光
琳
が
本
作
を
手
掛
け
た
と
さ
れ
る
四
〇
代
か
ら
五
〇

代
頃
に
は
、
既
に
富
士
越
龍
の
画
題
は
誕
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
富
士
山
と
龍
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
多
く
確
認

で
き
る
時
期
は
、
狩
野
栄
信
（
一
七
七
五
〜
一
八
二
八
年
）
ら
が
一
八
〇
八
年
以
降
に
手
掛
け
た
と
さ
れ
る
「
富
士
越
龍
・
須

磨
・
明
石
図
」（
成
田
山
新
勝
寺
）
や
谷
文
晁
（
一
七
六
三
〜
一
八
四
一
年
）
の
「
富
士
越
龍
・
三
保
松
原
・
東
下
り
図
」
な
ど
、

文
化
期
以
降
で
あ
る
。
富
士
越
龍
と
い
う
画
題
の
時
代
変
遷
に
つ
い
て
、
松
島
仁
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

富
士
山
絵
画
を
代
表
す
る
「
富
士
越
龍
」
テ
ー
マ
は
、
同
じ
く
狩
野
探
幽
に
は
じ
ま
る
「
富
士
山
保
清
見
寺
」
を
淵
源
と

し
た
定
型
と
は
異
な
り
、
狩
野
派
内
に
お
け
る
強
力
な
規
範
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
探
幽
の
弟
子
加
藤
遠
澤
（
一
六

四
三
〜
一
七
三
〇
）
に
よ
る
作
を
除
き
江
戸
時
代
前
期
に
遡
る
違
例
は
多
く
な
い
。
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「
富
士
越
龍
図
」
は
、
江
戸
後
期
に
い
た
り
流
派
を
横
断
し
つ
つ
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

江
戸
画
壇
に
と
っ
て
寛
政
か
ら
文
化
、
文
政
、
天
保
に
い
た
る
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
は
、
諸
派
の
絵
師
が
相

関
し
つ
つ
し
の
ぎ
を
削
っ
た
百
花
繚
乱
の
季
節
と
い
え
る
が
、「
富
士
越
龍
図
」
は
こ
の
時
期
を
中
心
に
多
く
描
か
れ
る
よ

う
に
な
る
。

 

松
島
仁
「
富
士
山
│
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
の
創
生
と
展
開）

25
（

」

　

加
え
て
、
文
化
期
以
前
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
富
士
越
龍
の
多
く
は
、
狩
野
派
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
文
晁
や
北
斎
、
鈴

木
其
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
五
八
年
）
な
ど
の
諸
家
の
作
品
に
波
及
し
て
い
く
の
は
弘
化
期
以
降
で
あ
る
。
こ
れ
ら
狩
野
派
以
外

の
絵
師
に
よ
っ
て
富
士
越
龍
が
描
か
れ
た
現
存
作
品
が
、
弘
化
期
以
降
に
な
っ
て
増
え
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
手
筥
に

扇
面
画
を
貼
り
合
わ
せ
た
の
は
、
光
琳
が
亡
く
な
っ
て
一
世
紀
以
上
経
っ
た
弘
化
期
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

富
士
見
西
行
図
も
江
戸
時
代
に
好
ま
れ
、
狩
野
探
幽
「
富
士
見
西
行
図
」（
大
阪　

法
楽
寺
）
や
狩
野
尚
信
「
富
士
見
西
行
・

大
原
御
幸
図
屛
風
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
、
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
一
七
世
紀
に
描
か
れ
て
い
る）

26
（

。
し
か
し
、
本
画

題
が
、
狩
野
派
以
外
の
作
品
で
あ
る
浮
世
絵
や
文
人
画
に
描
か
れ
定
型
画
題
と
し
て
広
ま
っ
た
の
は
、
江
戸
後
期
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る）

27
（

。
例
と
し
て
は
磯
田
湖
龍
斎
（
一
七
三
五
〜
一
七
九
〇
年
）
に
よ
る
「
富
士
見
西
行
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
や
、
長
沢

芦
雪
（
一
七
三
五
〜
一
七
九
〇
）
の
手
掛
け
た
掛
幅
「
富
士
見
西
行
図
」（
山
形
美
術
館
）
な
ど
が
あ
り
、
広
く
一
般
に
定
型
画

題
と
し
て
広
ま
っ
た
の
は
、
一
八
世
紀
中
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
作
の
表
裏
と
内
外
に
一
対
で
あ

る
こ
と
を
意
図
し
て
貼
ら
れ
た
定
型
画
題
は
、
い
ず
れ
も
光
琳
没
後
に
波
及
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
手
筥
に
貼
ら
れ
た
の
も
そ

れ
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
作
品
は
い
つ
誰
の
手
に
よ
っ
て
扇
面
が
手
筥
に
貼
ら
れ
た
の
か
が
定
か
で
な
く
、
扇
面
画
を
描
い
た
時
点
で
は
扇
面
を
手
筥

に
貼
ら
れ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
身
側
面
の
物
語
図
が
水
平
構
図
で
右
か
ら
左
へ
と
視
線

を
誘
導
す
る
点
や
、
和
歌
を
主
軸
と
し
た
物
語
の
絵
画
の
周
囲
に
日
本
古
来
の
草
花
図
を
張
り
巡
ら
す
点
、
箱
の
外
側
と
内
側
で

物
語
の
前
半
か
ら
後
半
へ
の
展
開
を
想
起
さ
せ
る
点
な
ど
、
配
置
す
る
主
題
の
扇
と
貼
る
面
に
関
し
て
は
相
当
な
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
作
の
扇
面
画
は
富
士
越
龍
や
富
士
見
西
行
な
ど
、
と
り
わ
け
一
八
世
紀
以
降
に
好
ま
れ
た
定
型
画
題
を
意
識

し
た
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
貼
っ
た
人
物
は
物
語
と
和
歌
、
謡
曲
に
長
け
た
数
寄
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
手
筥
に
貼
っ
た
時
期
は
扇
面
の
貼
り
合
わ
せ
方
か
ら
、
富
士
山
の
定
型
画
題
が
定
着
し
た
弘
化
期
以
降
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

二　

扇
面
画
主
題
及
び
手
筥
と
の
作
品
比
較

　

次
に
、「
扇
面
貼
交
手
筥
」
が
手
筥
媒
体
で
あ
る
こ
と
と
扇
面
画
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
蒔
絵
手
筥
と
扇
面
貼

交
屛
風
、
箱
物
、
扇
と
比
較
す
る
。

　

本
作
は
桐
の
箱
に
金
箔
を
貼
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
扇
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
多
く
の
手
筥
は
、
器
物
の
表
面
に
漆
を
塗
り
、
金

銀
で
装
飾
し
た
蒔
絵
の
技
法
を
用
い
て
い
る）

28
（

。
扇
面
を
散
ら
し
た
意
匠
の
手
筥
は
大
別
し
て
二
種
類
あ
る
。
ま
ず
一
四
世
紀
に
制

作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
や
「
檜
扇
紋
散
蒔
絵
手
箱
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
の
よ
う
に
、
小
振
り
な
扇
モ
チ
ー
フ
を
散
ら
し
扇
の
形



18

学習院大学人文科学論集 XXVIII（2019）

態
自
体
を
意
匠
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
長
生
殿
蒔
絵
手
箱
」（
大
倉
集
古
館
）
や
「
扇
散
蒔
絵
手
箱
」（
東
京
国
立

博
物
館
）
は
同
じ
く
扇
面
の
形
状
を
意
匠
と
し
て
扱
い
つ
つ
も
、
よ
り
扇
面
を
大
き
く
扱
い
扇
面
画
を
描
い
て
い
る
。
本
作
の
よ

う
な
手
筥
に
扇
を
貼
る
発
端
と
な
っ
た
要
因
に
は
、
後
者
の
よ
う
な
扇
を
散
ら
し
た
蒔
絵
手
筥
が
イ
メ
ー
ジ
の
着
想
に
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
扇
面
貼
散
の
蒔
絵
手
筥
は
数
多
く
あ
る
が
、
蒔
絵
手
筥
の
意
匠
に
お
け
る
扇
面
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
蒔
絵
で
は
、

い
ず
れ
も
実
寸
の
扇
面
よ
り
も
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、
一
面
に
複
数
枚
の
扇
面
を
模
様
の
よ
う
に
配
す
る
。
一
方
で
、
本
作
は
実

際
に
用
い
て
い
た
扇
面
を
用
い
て
い
る
た
め
、
紙
扇
は
一
面
に
一
枚
、
団
扇
は
一
面
に
二
枚
と
な
っ
て
い
る
。
蒔
絵
手
筥
に
実
寸

大
に
近
い
扇
面
の
主
題
を
描
い
て
い
る
例
は
、「
扇
面
塩
山
蒔
絵
料
紙
箱
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
や
本
阿
弥
光
悦
作
「
扇
面
鳥
兜

螺
鈿
蒔
絵
料
紙
箱
」（
滴
翠
美
術
館
）、
伝
尾
形
光
琳
作
「
扇
面
業
平
蒔
絵
硯
箱
」（
根
津
美
術
館
）
が
あ
る）

29
（

。
こ
の
よ
う
に
、
本

作
に
お
け
る
手
筥
に
扇
を
貼
る
と
い
う
発
想
は
、
室
町
時
代
以
降
の
蒔
絵
手
筥
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

実
寸
に
近
い
大
き
さ
の
扇
面
を
意
匠
と
す
る
際
は
、
い
ず
れ
の
蒔
絵
手
筥
も
蓋
の
表
面
に
蒔
絵
で
扇
面
画
の
意
匠
を
一
枚
の
み
描

く
傾
向
に
あ
り
、
本
作
の
よ
う
に
何
図
も
貼
り
巡
ら
し
て
い
る
構
図
と
は
異
な
る
。

　

一
方
、
実
際
の
扇
面
を
骨
か
ら
剝
が
し
他
の
支
持
体
に
貼
る
と
い
う
発
想
は
、
先
学
で
比
較
に
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
な
扇
面
貼
交

屛
風
が
元
と
な
っ
て
い
る
。
扇
画
屛
風
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
宗
達
工
房
筆
「
扇
面
貼
付
屛
風
」（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
や
伊

年
印
「
扇
面
散
図
屛
風
」（
大
倉
集
古
館
）、
海
北
友
雪
筆
「
一
ノ
谷
合
戦
図
屛
風
」（
埼
玉
県
立
博
物
館
）
な
ど
多
く
の
作
品
が

の
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
扇
面
貼
交
屛
風
を
小
林
忠
氏
は
二
種
類
に
大
別
し
て
い
る
。
以
下
引
用
す
る
。

扇
画
屛
風
に
は
、『
古
画
備
考
』
が
既
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
扇
な
が
し
の
屛
風
」
と
「
扇
づ
く
し
の
屛
風
」
と
い
う
二

つ
の
様
態
が
あ
る
。（
中
略
）「
扇
づ
く
し
の
屛
風
」
の
方
は
、
現
在
で
は
一
般
に
扇
面
散
ら
し
屛
風
と
扇
面
貼
交
屛
風
に
大
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別
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
扇
面
の
布
置
に
屛
風
全
体
の
意
匠
的
効
果
が
明
ら
か
に
意
図
さ
れ
た
も
の
を
意
味
し
、
後
者
は
、

筆
者
な
い
し
工
房
や
制
作
意
図
を
異
に
す
る
多
様
な
扇
面
群
を
、
便
宜
的
に
寄
せ
集
め
、
貼
り
付
け
た
屛
風
と
理
解
し
て
お

き
た
い
。

 

小
林
忠
『
扇
面
画
（
近
世
編）

30
（

）』

　

こ
の
分
類
に
則
る
な
ら
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
は
表
裏
ま
た
は
内
外
で
西
行
物
語
や
白
楽
天
の
物
語
展
開
が
貼
っ
た

際
に
意
図
さ
れ
て
い
る
た
め
、
伝
俵
屋
宗
達
筆
「
扇
面
散
貼
付
屛
風
」（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
）
の
よ
う
な
扇
面
散
ら
し
屛
風
扇
面

貼
交
屛
風
に
該
当
す
る
。
し
か
し
、
フ
リ
ー
ア
本
が
屛
風
の
折
れ
目
に
跨
ぐ
よ
う
に
し
て
扇
面
画
を
配
置
す
る
の
に
対
し
、
本
手

筥
は
画
面
を
大
幅
に
跨
ぐ
よ
う
な
貼
り
付
け
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
各
面
に
扇
面
が
納
ま
る
よ
う
に
す
る
配
置
の
仕

方
は
、
東
京
国
立
博
物
館
本
と
三
の
丸
尚
蔵
館
本
に
類
似
す
る
。

　

以
上
、
本
作
と
扇
面
画
主
題
の
作
品
を
比
較
し
た
。
手
筥
に
扇
を
貼
る
発
想
は
、
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
扇
を
散
ら
し
た
蒔

絵
手
筥
が
源
流
に
あ
り
、
一
方
で
実
際
の
扇
を
一
画
面
が
各
面
を
跨
が
ず
納
ま
る
よ
う
に
配
置
す
る
貼
り
方
は
、
扇
面
貼
交
屛
風

か
ら
着
想
を
得
て
い
る
。

　

し
か
し
、
各
面
を
跨
が
ず
に
扇
面
を
複
数
枚
配
置
す
る
構
図
法
は
、
光
琳
作
品
に
お
い
て
先
例
が
無
い
。
光
琳
が
手
掛
け
た
箱

物
の
う
ち
、
丸
角
で
側
面
に
高
さ
の
あ
る
例
は
「
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
や
「
水
葵
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
」（
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
図
様
に
よ
っ
て
面
が
連
続
し
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
下
絵
で
あ
る
が
小

西
家
文
書
に
描
か
れ
て
い
る
「
梅
花
蒔
絵
箱
下
絵
」（
大
阪
市
立
美
術
館
）
も
同
様
の
形
状
で
あ
る
。
光
琳
作
「
八
橋
蒔
絵
螺
鈿

硯
箱
」（
挿
図
6
）
は
、
角
を
持
た
な
い
身
や
蓋
の
表
面
上
で
、
八
橋
の
形
状
を
し
た
鉛
板
が
身
か
ら
蓋
面
へ
繫
が
り
、
再
び
蓋
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側
面
へ
と
連
続
し
て
配
置
さ
れ
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
意

匠
が
繫
が
っ
て
い
る
。「
扇
面
貼
交
手
筥
」
も
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
身
側
面
部
分
の
水
平
に
隣
り
合
う
扇
面
同
士
が
、

僅
か
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
、
絵
巻
の
よ
う
に
数
面
に
連
続

し
て
貼
ら
れ
て
い
る
点
で
は
「
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
」
の
鉛

板
で
で
き
た
八
橋
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

作
は
蓋
が
「
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱
」
の
よ
う
に
被
せ
蓋
で
は

な
く
、
平
面
の
桟
蓋
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
身
と
蓋
の
境
界

線
に
は
角
が
で
き
、
画
面
は
断
絶
し
て
お
り
、
扇
の
繫
が
り

は
角
の
無
い
身
表
側
面
の
水
平
方
向
の
連
続
性
の
み
で
完
結

し
て
い
る
。
ま
た
、「
水
葵
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
」
は
水
流
と
水

葵
の
意
匠
が
蓋
か
ら
身
へ
と
繫
が
っ
て
お
り
、「
梅
花
蒔
絵

箱
下
絵
」
も
一
つ
の
幹
か
ら
生
え
る
枝
が
五
面
す
べ
て
に
連

続
し
て
い
る）

31
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
光
琳
が
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
高
さ
の
あ
る
箱
物
作
品
は
、
全
て
図
様
が
箱
の
外
側
全
面
に
わ
た
っ
て
連
続

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
光
琳
は
工
芸
の
構
成
に
お
い
て
、
各
面
で
各
モ
チ
ー
フ
が
独
立
し
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
よ
り

も
、
全
面
の
連
続
性
を
重
要
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
本
作
の
扇
面
画
を
光
琳
が
貼
り
付
け
た
と
し
た
ら
、
扇
面
を
分
断

し
て
大
胆
に
数
面
を
跨
ぐ
こ
と
で
、
各
面
に
連
続
性
を
持
た
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
作
で
扇
面
画
が
面
を
跨
ぐ
こ

挿図 6　尾形光琳「八橋蒔絵螺鈿硯箱」（国宝）1合、木製漆塗、
高 11.2　縦 27.3　横 19.7、江戸時代 17 世紀、東京国立博物館
　鉛板でできた橋が箱の外側面を何面にも渡って繫がっている。
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と
な
く
各
面
に
収
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
要
因
は
、
貼
っ
た
人
物
が
、
あ
く
ま
で
も
光
琳
作
品
と
し
て
扇
面
画
の

鑑
賞
を
意
図
し
て
貼
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
光
琳
の
作
例
と
の
相
違
点
か
ら
、
手
筥
に
扇
を
貼
る
構
成

を
考
え
た
人
物
は
光
琳
で
は
な
い
可
能
性
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
手
筥
の
蓋
は
、
二
方
桟
蓋
と
い
う
蒔
絵
手
筥
や
光
琳
の
箱
物
で
は
類
例
を
あ
ま
り
確
認
で
き
な
い
種
類
の
形
状
で
あ

る
）
32
（

。
蒔
絵
手
筥
の
蓋
は
被
せ
蓋
が
主
流
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
扇
面
画
題
の
蒔
絵
手
筥
は
い
ず
れ
も
身
に
蓋
が
覆
う
よ
う
に
し
て

重
な
る
被
せ
蓋
の
形
状
を
し
て
い
る
。
こ
の
二
法
桟
蓋
は
、
主
に
茶
道
具
に
て
用
い
ら
れ
る
種
類
の
も
の
で
、
二
種
類
の
濃
茶
を

同
時
に
客
に
も
て
な
す
際
に
用
い
る
桐
製
の
茶
通
箱
で
使
わ
れ
る
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、
茶
通
箱
に
は
複
数
種
類
あ
り
、
二
法

桟
蓋
の
茶
通
箱
は
、
元
伯
宗
旦
四
男
で
あ
る
裏
千
家
四
代
の
仙
叟
宗
室
（
一
六
二
二
〜
一
六
九
七
年
）
が
用
い
は
じ
め
仙
叟
好
二

方
桟
蓋
茶
桶
箱
と
し
て
広
ま
っ
た）

33
（

。
本
作
の
寸
法
は
茶
通
箱
よ
り
も
大
き
く
懸
子
も
あ
る
た
め
、
茶
道
具
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

な
い
が
、
桐
箱
と
い
う
材
質
や
蓋
の
形
状
か
ら
、
本
作
の
注
文
を
行
っ
た
人
物
は
、
茶
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
、
座
敷
飾
り

な
ど
に
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

最
後
に
、
画
題
の
組
み
合
わ
せ
方
に
注
目
し
、
近
世
の
扇
作
品
と
比
較
を
行
う
。
先
の
章
に
て
、
本
図
の
草
花
図
以
外
の
扇
面

画
が
、
富
士
越
龍
と
、
富
士
見
西
行
、
謡
曲
『
白
楽
天
』
の
画
題
を
意
識
し
て
表
裏
・
内
外
に
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

光
琳
は
本
作
以
外
に
も
、「
八
ツ
橋
・
秋
草
図
団
扇
」（
畠
山
美
術
館
蔵
）
や
「
寿
老
人
・
山
水
図
団
扇
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）

や
「
白
菊
・
雪
芦
図
団
扇
」（
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、「
玉
蜀
黍
・
薄
図
団
扇
」（
デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
）
な
ど
の

扇
面
画
を
手
掛
け
て
お
り
、
ま
た
、
紙
扇
と
団
扇
の
作
例
は
宗
達
工
房
の
作
例
も
多
く
あ
る）

34
（

。
そ
の
内
、
骨
に
貼
ら
れ
た
状
態
で

現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
作
例
は
僅
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
光
琳
以
前
の
扇
作
品
に
は
、
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
か
ら

な
る
定
型
画
題
を
、
表
裏
に
分
割
し
て
描
く
作
例
が
確
認
で
き
な
い
。
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一
方
、
そ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
江
戸
後
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
酒
井
抱
一
筆
「
鹿
楓

図
団
扇
」（
細
見
美
術
館
）
は
、
秋
の
定
型
画
題
と
し
て
一
画
面
に
描
か
れ
る
鹿
と
楓
紅
葉
を
、
団
扇
の
表
と
裏
に
分
割
し
て
描

い
て
い
る
。
紙
扇
で
は
抱
一
筆
「
風
神
雷
神
図
扇
面
」（
太
田
記
念
美
術
館
）
が
風
神
と
雷
神
を
表
裏
に
分
割
し
て
い
る
。
ま
た
、

池
大
雅
筆
「
洞
庭
秋
月
・
瀟
湘
夜
雨
図
扇
面
」
や
狩
野
栄
信
「
江
之
島
・
鎌
倉
図
扇
面
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
で
は
、
二
つ
の

名
所
を
表
裏
に
分
割
し
て
描
い
て
い
る
。
蒔
絵
手
筥
で
は
、
蓋
の
表
裏
で
一
つ
の
画
題
を
表
現
す
る
例
が
、
既
に
鎌
倉
時
代
か
ら

確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
光
琳
画
「
扇
面
貼
交
手
筥
」
の
絵
画
は
あ
く
ま
で
も
扇
面
画
で
あ
り
、
こ
れ
ら
扇
面
を
貼
り
付
け
た
時

点
で
扇
に
描
か
れ
た
画
題
を
表
裏
・
内
外
で
関
連
づ
け
る
発
想
は
、
や
は
り
扇
面
画
の
表
裏
一
対
の
画
題
構
成
か
ら
き
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
扇
の
現
存
作
例
か
ら
検
討
を
行
う
と
、
扇
に
お
い
て
モ
チ
ー
フ
を
屛
風
の
右
隻
と
左
隻
に
分
け
る
よ
う
に
、
特
定

の
定
型
画
題
に
お
け
る
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
各
画
面
に
分
割
し
て
描
く
表
現
が
主
流
と
な
っ
た
時
期
は
、
一
八
世
紀
末
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
本
作
の
着
想
は
、
扇
面
を
手
筥
に
貼
る
と
い
う
点
が
扇
面
画
主
題
の
蒔
絵
手
筥
か
ら
来
て
お
り
、
実
際
の
扇
面
を
工

芸
の
各
面
に
貼
る
点
は
扇
面
貼
交
屛
風
か
ら
得
て
い
る
。
ま
た
、
光
琳
が
手
掛
け
た
扇
面
が
主
題
の
工
芸
作
品
は
先
例
が
あ
る
が
、

各
面
を
跨
が
ず
に
扇
面
画
を
複
数
枚
配
置
す
る
構
図
法
と
二
方
桟
蓋
の
類
例
作
品
は
無
く
、
高
さ
の
あ
る
箱
物
作
品
で
は
、
全
て

図
様
が
箱
の
外
側
全
面
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
て
特
定
の
テ
ー
マ
を
示
す
定

型
画
題
を
、
表
裏
の
二
面
に
分
割
す
る
構
成
は
、
一
八
世
紀
末
に
主
流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
他
媒
体
と

の
比
較
か
ら
、
本
作
の
桐
箱
に
扇
面
画
が
貼
ら
れ
た
時
期
は
、
光
琳
没
後
か
ら
時
間
の
経
っ
た
江
戸
後
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
と
め

　

以
上
、
尾
形
光
琳
筆
「
扇
面
貼
交
手
筥
」
の
扇
面
が
手
筥
に
貼
ら
れ
た
こ
と
で
付
与
さ
れ
た
特
性
を
考
察
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
作
を
扱
っ
た
研
究
や
作
品
解
説
で
は
主
に
扇
面
画
の
図
様
に
注
目
し
、
各
図
の
類
例
作
品
を
挙
げ
る
こ
と
で
、

制
作
時
期
や
作
者
が
光
琳
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
き
て
い
た
。
そ
れ
ら
研
究
は
、
本
作
の
扇
面
画
が
、
日
本
美
術
史
学
及
び

尾
形
光
琳
の
作
品
群
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
当
た
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
。
本
論
で
は
そ
れ
ら
豊
か
な

様
式
研
究
を
土
台
と
し
た
上
で
、
扇
面
画
の
筆
致
や
画
風
の
類
例
作
品
に
言
及
す
る
の
で
は
無
く
、
扇
面
画
が
手
筥
の
面
に
貼
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
新
た
な
様
式
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
身
側
面
に
貼
ら
れ
た
物
語
画
の
「
西
行
図
」
と
「
白
楽
天
図
」
に
注
目
し
、
両
図
の
典
拠
と
な
る
『
西
行
物
語
絵
巻
』

と
謡
曲
『
白
楽
天
』
の
共
通
点
を
挙
げ
た
。
一
つ
目
に
、
両
扇
面
画
に
描
か
れ
た
主
要
人
物
が
和
歌
に
長
け
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

本
作
は
全
面
に
日
本
古
来
の
草
花
の
扇
面
画
が
周
囲
に
貼
り
巡
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
物
語
の
和
歌
及
び
大
和
文
化
の
特
徴
を

強
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

二
つ
目
に
、
両
図
と
も
旅
路
を
行
く
場
面
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
懸
子
の
「
富
岳
図
」
と
「
雲
竜
図
」
は
、
江
戸

の
定
型
画
題
で
あ
る
富
士
越
龍
を
表
す
た
め
に
、
表
裏
面
に
一
対
で
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
身
側
面
と
の
関
係
性
が
あ

る
の
で
は
無
い
か
と
試
論
を
述
べ
た
。
結
果
、「
西
行
図
」
と
「
富
岳
図
」
は
『
西
行
物
語
絵
巻
』
及
び
富
士
見
西
行
を
想
起
さ

せ
る
よ
う
に
貼
ら
れ
、「
白
楽
天
図
」
と
「
雲
竜
図
」
は
謡
曲
『
白
楽
天
』
の
物
語
展
開
を
鑑
賞
者
に
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
貼
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
図
は
外
側
面
か
ら
内
の
懸
子
に
か
け
て
箱
を
開
く
こ
と
で
、
物
語
展
開
を
た
の
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し
め
る
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
富
士
見
西
行
や
富
士
越
龍
な
ど
の
定
型
画
題
は
、
狩
野
派
以
外
の
絵
師
に
よ
る
作
品
で
、

江
戸
の
後
期
に
な
っ
て
か
ら
普
及
し
て
い
る
点
か
ら
、
扇
面
画
を
手
筥
に
貼
っ
た
時
期
は
江
戸
後
期
、
と
り
わ
け
弘
化
期
以
降
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

35
（

。

　

次
に
、
近
世
の
様
々
な
絵
画
や
工
芸
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
作
の
造
形
が
何
か
ら
着
想
を
得
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。
結
果
、

本
作
は
扇
面
画
主
題
の
蒔
絵
手
筥
や
、
扇
面
貼
交
屛
風
、
茶
通
箱
と
造
形
の
類
似
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
最
後
に
、

扇
と
比
較
を
行
い
、
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
た
定
型
画
題
を
扇
の
表
裏
に
分
割
し
て
表
現
す
る
方
法
は
、
一
八
世
紀
末

に
主
流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
扇
面
画
を
手
筥
に
貼
っ
た
時
期
は
、
江
戸
後
期
以
降
で
あ
る
可
能
性

を
再
び
述
べ
た
。

　

従
来
の
先
行
研
究
で
は
主
に
扇
面
画
の
図
様
に
注
目
し
て
き
た
が
、
本
論
で
は
手
筥
内
で
の
扇
面
画
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
光
琳
が
描
い
た
と
さ
れ
る
扇
面
画
の
図
様
に
触
れ
ず
、
扇
面
の
貼
り
合
わ
せ
方
に
よ
る
扇
面
画
同
士
の
関
係
性
や
、

他
の
工
芸
と
の
類
似
点
を
挙
げ
る
試
み
は
、
本
扇
面
画
の
作
者
問
題
に
は
迫
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

考
察
の
結
果
、
本
作
は
箱
を
開
く
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
物
語
が
展
開
す
る
趣
向
性
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
蒔
絵
手
筥
や
屛

風
、
扇
な
ど
様
々
な
媒
体
の
特
性
を
複
合
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
扇
面
画
が
江
戸
後
期
に
好
ま
れ
た
定
型
画
題
の
一
対
を
意
識

し
て
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
貼
ら
れ
た
時
期
を
絞
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
論
の
試
み
に
よ
っ
て
、
図
様
に
注
視
し
て
き

た
本
作
の
研
究
に
新
た
な
視
点
を
加
え
、
本
作
に
対
す
る
人
々
の
興
味
関
心
と
研
究
が
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

ま
た
、
本
作
の
こ
れ
ら
様
々
な
特
質
は
、
扇
面
画
が
貼
ら
れ
た
本
作
が
屛
風
や
扇
で
な
く
、
懸
子
を
挟
ん
だ
手
筥
で
あ
る
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
扇
面
画
を
描
い
た
光
琳
ら
は
各
図
を
個
々
に
独
立
し
た
も
の
と
し
て
描
き
、
こ
の
よ
う
な
趣
向
性

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
作
は
後
年
の
人
物
に
よ
り
工
芸
と
な
っ
た
こ
と
で
、
絵
師
の
意
図
を
越
え
た
新
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た
な
趣
向
性
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
扇
面
画
の
琳
派
画
風
や
金
地
の
豪
華
さ
の
み
な
ら
ず
、
絵
師
の
意
図
を
離
れ
た

後
年
の
人
物
が
考
え
た
趣
向
性
に
よ
る
工
芸
作
品
へ
の
昇
華
こ
そ
が
、
本
作
の
評
価
を
大
い
に
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

註
（
1
）　

光
琳
の
画
風
が
後
世
に
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
籍
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

玉
蟲
敏
子
「
生
き
つ
づ
け
る
光
琳　

イ
メ
ー
ジ
と
言
説
を
は
こ
ぶ
《
乗
り
物
》
と
そ
の
軌
跡
」（
シ
リ
ー
ズ
近
代
美
術
の
ゆ
く
え
）
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
七
月

小
山
弓
弦
葉
『
光
琳
模
様
』（
日
本
の
美
術　

五
二
四
号
）、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
年
一
月

青
木
美
保
子
ほ
か
編
『
京
都
伝
統
工
芸
の
近
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
八
月

（
2
）　

各
面
を
正
面
か
ら
撮
影
し
た
図
は
以
下
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

東
京
国
立
博
物
館
、
読
売
新
聞
社
編
『
尾
形
光
琳
生
誕
三
五
〇
周
年
記
念　

大
琳
派
展　

継
承
と
変
奏
』
読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
一

〇
月
、
一
六
八
〜
一
六
九
頁

根
津
美
術
館
学
芸
部
編
『
尾
形
光
琳
三
〇
〇
年
記
念
特
別
展　

燕
子
花
と
紅
白
梅　

光
琳
デ
ザ
イ
ン
の
秘
密
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
五

年
四
月
、
七
六
〜
七
七
頁

（
3
）　

署
名
と
印
章
の
位
置
は
以
下
の
表
の
通
り
で
あ
る
（
筆
者
作
成
）。

図

図
の
貼
付
部
分

署
名

印
章

富
岳
図

懸
子
表
面

「
法
橋
光
琳
」
「
寂
明
」
朱
文
方
印

雲
龍
図

懸
子
裏
面

「
法
橋
光
琳
」
「
潤
聲
」
白
文
方
印

白
楽
天
図

箱
側
面
（
後
方
）
「
寂
（
明
）」
「
寂
（
明
）」
白
文
方
印

　

署
名
と
印
章
の
あ
る
三
図
の
う
ち
二
図
は
内
側
に
あ
る
懸
子
に
貼
ら
れ
、「
樹
下
人
物
図
」
を
前
方
と
し
た
場
合
、「
白
楽
天
図
」
は
後
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方
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
光
琳
が
描
い
た
当
時
に
貼
っ
た
の
な
ら
ば
、
蓋
表
な
ど
の
見
え
る
位
置
に
貼
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
本
作
は
手
筥
と
言
う
形
式
で
あ
る
た
め
に
、
屛
風
や
掛
軸
の
よ
う
に
閉
じ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
扇
面
画
は
常
に
外
気
に
触
れ
る
状

態
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
扇
面
図
を
配
置
し
た
人
物
が
、
光
琳
の
署
名
・
印
章
の
あ
る
作
品
の
劣
化
を
避
け
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
配
置

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
覗
く
と
き
以
外
は
外
気
に
さ
ら
さ
れ
な
い
懸
子
や
、
普
段
は
日
光
が
当
た
り
づ
ら
い
上
に
底
面
の
よ

う
に
擦
れ
る
恐
れ
の
少
な
い
後
方
面
な
ど
、
経
年
変
化
の
要
因
が
少
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
三
図
は
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
署
名
と
印
章
の
あ
る
三
図
は
光
琳
で
は
な
い
人
物
が
配
置
を
考
え
、
そ
れ
故
に
光
琳
画
を
重
要
と
し
た
結
果
の
配
置
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　

先
行
研
究
で
は
、
本
作
は
扇
面
に
折
り
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
骨
を
入
れ
て
使
用
し
て
い
た
も
の
を
剝
が
し
て
貼
り
付
け
た
と
い

う
考
え
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
紙
扇
が
能
扇
や
祝
儀
扇
、
茶
席
扇
、
舞
扇
の
う
ち
、
ど
の
種
類
に
属
し
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
未
だ
判
明
し
て
い
な
い
。
貼
り
付
け
ら
れ
る
以
前
の
用
途
も
含
め
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
5
）　
「
尾
形
光
琳
の
扇
面
画
」『
国
華
』
二
四
一
号
、
國
華
社
、
一
九
一
〇
年

「
光
琳
画
張
付
手
箱
解
」『
国
華
』
五
五
八
号
、
國
華
社
、
一
九
三
七
年

光
琳
や
琳
派
、
近
世
美
術
を
取
り
上
げ
た
全
集
や
、
展
覧
会
図
録
に
お
い
て
本
作
は
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
本
手
筥

を
メ
イ
ン
に
取
り
上
げ
て
い
る
論
文
の
み
を
ま
と
め
る
。

（
6
）　

山
根
有
三
「
光
琳
筆
扇
面
貼
交
手
筥
」『
大
和
文
華
』
三
三
号
、
一
九
六
〇
年
、
一
二
頁

以
上
の
論
文
は
以
下
の
文
献
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
山
根
有
三
著
『
光
琳
研
究
一
』（
山
根
有
三
著
作
集
一
）
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
〇
五
年
四
月

（
7
）　

前
註
（
6
）
山
根
有
三
論
文
、
一
四
頁

（
8
）　

中
部
義
隆
「
尾
形
光
琳
筆
「
富
嶽
図
扇
面
を
め
ぐ
っ
て
」『
大
和
文
華
』
一
〇
〇
号
、
一
九
九
八
年
八
月

中
部
義
隆
「
尾
形
光
琳
筆
「『
八
橋
図
』（
扇
面
貼
交
手
筥
）
に
つ
い
て
」『
美
の
た
よ
り
』
一
五
四
号
、
二
〇
〇
六
年
四
月

中
部
義
隆
「
尾
形
光
琳
筆
「『
樹
下
人
物
図
』（
扇
面
貼
交
手
筥
）
に
つ
い
て
」『
美
の
た
よ
り
』
一
五
八
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月

中
部
義
隆
「
尾
形
光
琳
筆
「『
雲
竜
図
』（
扇
面
貼
交
手
筥
）
に
つ
い
て
」『
美
の
た
よ
り
』
一
七
八
号
、
二
〇
一
二
年
四
月

以
上
の
論
文
は
以
下
の
文
献
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
中
部
義
隆
『
近
世
絵
画
研
究
│
大
和
文
華
館
所
蔵
品
を
中
心
に
│
』
大
和
文
華
館
、

二
〇
一
八
年
四
月
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（
9
）　

成
瀬
不
二
雄
『
富
士
山
の
絵
画
史
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

前
註
（
2
）
│
2
野
口
剛
作
品
解
説
、
一
二
四
〜
一
二
五
頁

（
10
）　

各
図
の
類
例
を
概
観
し
て
み
る
と
、
構
図
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
扇
面
画
や
、
モ
チ
ー
フ
の
一
部
の
筆
致
が
一
致
す
る
の
み
の
扇
面
画
な
ど
、

類
似
す
る
範
囲
に
は
幅
が
あ
る
。
本
作
は
全
面
に
わ
た
っ
て
光
琳
の
画
風
様
式
で
あ
る
が
、
既
に
山
根
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
光
琳
以

外
の
絵
師
に
よ
る
扇
面
画
作
品
も
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
11
）　

前
註
（
6
）
山
根
氏
論
文
、
一
二
頁

前
註
（
2
）
│
2
野
口
剛
作
品
解
説
、
一
二
四
〜
一
二
五
頁

（
12
）　

本
作
は
、
大
和
文
化
館
の
所
蔵
品
展
の
他
に
、
琳
派
を
テ
ー
マ
に
し
た
他
館
の
企
画
展
で
度
々
展
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
作
の
出

品
が
確
認
で
き
る
最
も
早
い
美
術
展
覧
会
は
、
大
正
四
年
六
月
に
三
越
で
開
催
さ
れ
た
「
光
琳
遺
品
展
覧
会
」
で
あ
る
。

（
13
）　

佐
成
謙
太
郎
著
『
謡
曲
大
観
』
第
四
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
、
三
五
二
〜
三
五
三
頁

（
14
）　

謡
曲
『
白
楽
天
』
と
応
永
の
外
寇
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
文
献
と
し
て
、
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

久
米
邦
武
「
謡
曲
白
楽
天
は
傑
作
な
り
│
雄
大
な
る
体
外
思
想
と
応
永
の
外
寇
」『
能
楽
』
第
一
四
巻
、
一
九
一
六
年
一
月

高
野
辰
之
『
日
本
演
劇
史
』
第
一
巻
、
東
京
堂
、
一
九
四
七
年

天
野
文
雄
「《
白
楽
天
》
と
応
永
の
外
冦
│
久
米
邦
武
と
高
野
辰
之
の
所
説
を
検
証
す
る
│
」『
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

中
世
の
芸
術
と
文
化
』
第

一
巻
一
号
、
二
〇
〇
二
年
一
月

ス
ー
ザ
ン
・
ブ
レ
ー
ク
リ
・
ク
ラ
イ
ン
著
、
荒
木
浩
編
訳
「
政
治
的
寓
意
と
し
て
の
能
│
「
白
楽
天
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
〇
号
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
〇
年
三
月

（
15
）　

本
稿
で
は
草
花
図
の
配
置
に
つ
い
て
言
及
を
行
わ
な
い
が
、
扇
面
画
の
色
彩
と
配
置
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
本
作
で
は
濃
彩
の
扇

面
画
が
箱
表
側
面
や
蓋
、
懸
子
に
あ
る
の
に
対
し
、
金
彩
の
扇
面
画
は
箱
底
の
表
裏
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
近
世
絵
画
に
お
い
て
は
表
の
絵

を
金
地
、
裏
を
銀
地
に
す
る
例
が
多
い
。
一
方
で
表
の
絵
を
濃
彩
で
描
き
、
裏
の
絵
を
単
色
で
描
く
方
法
も
、
江
戸
に
お
け
る
抱
一
以
降

の
琳
派
に
お
け
る
絵
画
で
度
々
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
。
酒
井
抱
一
筆
「
四
季
花
鳥
・
波
濤
図
雛
屛
風
」（
出
光
美
術
館
倉
）
は
、

表
面
が
金
箔
地
の
上
に
濃
彩
で
四
季
花
鳥
を
描
い
て
い
る
一
方
、
裏
面
は
銀
箔
地
に
墨
の
み
で
波
濤
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
本

作
の
「
富
岳
図
」
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
伝
光
琳
筆
「
富
士
図
扇
面
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
は
、
扇
面
に
金
地
濃
彩
を
用
い
て
富



28

学習院大学人文科学論集 XXVIII（2019）

士
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
富
士
図
扇
面
」
は
光
琳
画
の
扇
面
を
軸
装
す
る
際
、
下
地
と
し
て
用
い
る
た
め
其
一
に
よ
る
薄
図
が
金
銀

彩
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
金
泥
で
描
か
れ
た
本
手
筥
の
底
面
は
、
屛
風
裏
や
掛
け
軸
の
下
絵
に
該
当
す
る
。

　

ま
た
、
本
作
の
団
扇
画
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

山
根
有
三
『
尾
形
光
琳
団
扇
画
〈
特
号
〉』（
国
華　

一
一
六
七
号
）
国
華
社
、
一
九
九
二
年
二
月

（
16
）　

中
部
氏
に
よ
る
本
指
摘
は
、
論
文
で
は
な
く
大
和
文
華
館
の
作
品
紹
介
の
動
画
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
大
和
文
華
館　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

絵
画　

日
本　

扇
面
貼
交
手
筥
」

https://w
w
w
.kintetsu-g-hd.co.jp/culture/yam

ato/collection/collect01.htm
l

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
二
月
二
〇
日
）

（
17
）　

富
士
山
と
龍
を
一
対
と
し
た
画
題
の
名
称
は
、
昇
竜
富
士
、
不
二
越
龍
、
富
士
山
登
龍
、
富
士
龍
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
本
論
で
は
富

士
越
龍
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
富
士
山
の
画
風
様
式
に
つ
い
て
、
光
琳
の
実
見
し
た
富
士
山
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
以
下

の
図
書
に
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
9
）　

│
1
成
瀬
不
二
雄
文
献

（
18
）　

前
註
（
8
）
│
4
中
部
義
隆
論
文

　

墨
画
に
よ
る
雲
竜
図
は
、
扇
面
貼
交
図
の
中
で
好
ま
れ
た
画
題
で
あ
り
先
例
が
確
認
で
き
る
。

（
19
）　

前
註
（
6
）
山
根
有
三
論
文

（
20
）　

小
松
茂
美
編
「「
西
行
物
語
」
詞
書
釈
文
」『
西
行
物
語
絵
巻
』（
日
本
絵
巻
大
成
二
六
）
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
五
月
、
二
二
二

〜
二
二
三
頁
よ
り
翻
刻
を
引
用
し
た
。
な
お
、
改
行
箇
所
は
引
用
文
献
に
合
わ
せ
た
。

（
21
）　

本
作
の
身
側
面
に
貼
ら
れ
た
「
白
楽
天
図
」
が
根
津
美
術
館
蔵
「
白
楽
天
図
屛
風
」
の
図
様
に
類
似
す
る
こ
と
は
、
既
に
表
に
記
載
し

た
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。「
白
楽
天
図
屛
風
」
の
図
様
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

河
野
元
昭
解
説
『
尾
形
光
琳
』（
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
一
七
巻
）、
集
英
社
、
一
九
七
六
年

川
延
安
直
「
根
津
美
術
館
蔵　

尾
形
光
琳
筆
「
白
楽
天
図
屛
風
」
に
つ
い
て
」『
藝
叢　

筑
波
大
学
芸
術
学
研
究
誌
』
三
号
、
筑
波
大
学
、

一
九
八
五
年
一
月

『
石
川
県
立
美
術
館
開
館
三
〇
周
年　

金
沢
宗
達
会
創
立
一
〇
〇
年
記
念　

俵
屋
宗
達
と
琳
派
』
石
川
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
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（
22
）　

宗
達
や
光
琳
の
作
品
に
お
い
て
能
謡
曲
の
画
題
が
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
以
下
の
先
行
研
究
に
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
本
稿

で
は
割
愛
す
る
。

江
村
知
子
「
光
琳
画
に
お
け
る
能
の
影
響
に
つ
い
て　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
「
鵜
舟
図
」
を
中
心
に
」『
美
術
史
研
究
』
三
四
号
、

早
稲
田
大
学
美
術
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年
一
二
月

河
野
元
昭
「
平
成
20
年
度
大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専
攻
特
別
講
義　

宗
達
光
琳
私
論　

能
謡
曲
と
の
関
係
」
六
号
、

大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
〇
八
年

内
田
篤
呉
「
琳
派
と
能　

光
悦
蒔
絵
に
み
る
謡
曲
の
意
匠
」『
観
世
』
八
二
巻
一
〇
号
、
檜
書
店
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月

（
23
）　

前
註
（
13
）
佐
成
氏
書
籍
、
三
五
六
頁

（
24
）　

富
士
越
龍
の
画
題
の
系
譜
や
具
体
的
な
作
例
は
以
下
の
文
献
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
塚
絢
子
「
第
60
回
全
国
大
会
研
究
発
表
要
旨　
〈
富
士
越
龍
図
〉
再
考
│
聖
徳
太
子
伝
承
に
お
け
る
「
天
翔
け
る
黒
駒
」
と
の
関
係
│
」

『
美
術
史
』
一
六
三
号
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

竹
内
隆
「
北
斎
晩
年
の
描
画
に
見
る
命
の
再
生
と
ア
ニ
ミ
ズ
ム　

上
町
祭
り
屋
台
天
井
絵
と
「
富
士
越
龍
図
」
を
中
心
に
し
て
」『
一
般

財
団
法
人
北
斎
館
北
斎
研
究
所
研
究
紀
要
』
九
号
、
北
斎
館
北
斎
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
九
月

『
特
集　

富
士
山
│
型
の
形
成
と
展
開
』（
聚
美　

二
九
号
）
青
月
社
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
、

（
25
）　

松
島
仁
「
富
士
山
│
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
の
創
生
と
展
開
」『
聚
美
』
二
九
号
、
青
月
社
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
、
五
七
頁

（
26
）　

旅
路
を
行
く
西
行
の
姿
と
、
遠
く
に
富
士
山
が
見
え
る
場
面
は
、
す
で
に
『
西
行
物
語
絵
巻
』
に
お
い
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
稿
で
は
西
行
と
富
士
山
を
一
組
と
し
て
描
い
て
い
る
作
品
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

（
27
）　

西
行
を
主
題
と
し
た
作
品
に
つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
、
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

千
野
香
織
著
、
至
文
堂
編
、
国
立
文
化
財
機
構
監
修
『
絵
巻　

西
行
物
語
絵
』（
日
本
の
美
術　

四
一
六
号
）
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
一

年
一
月

『
西
行
│
紀
州
に
生
ま
れ
、
紀
州
を
め
ぐ
る
│
』
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月

（
28
）　

扇
面
画
意
匠
の
蒔
絵
手
筥
は
他
に
も
例
が
み
ら
れ
る
。
蒔
絵
手
筥
に
関
し
て
は
特
に
以
下
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。

蒔
絵
研
究
会
『
手
箱
』
全
二
冊
、
駸
々
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
五
月
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（
29
）　

琳
派
諸
家
の
蒔
絵
に
関
す
る
文
献
は
、
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

溝
口
三
郎
「
光
琳
の
蒔
絵
」『
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
一
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
五
一
年
四
月

小
松
大
秀
「
光
悦
・
光
琳
蒔
絵
の
登
場　

名
品
が
語
る
漆
芸
史
（
一
〇
）」『
淡
交
』
五
二
巻
一
〇
号
、
淡
交
社
、
一
九
九
八
年
一
〇
月

「
江
戸
蒔
絵　

光
悦
・
光
琳
・
羊
遊
斎　

創
立
1 

3 

0
周
年
記
念
特
別
展
」
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年
八
月

（
30
）　

小
林
忠
『
扇
面
画
（
近
世
編
）』（
日
本
の
美
術　

三
二
一
号
）
至
文
堂
、
一
九
九
三
年
二
月
、
二
二
〜
二
三
頁

（
31
）　
「
梅
花
蒔
絵
箱
下
絵
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

山
根
有
三
「
館
蔵
の
紅
白
梅
図
屛
風
の
筆
者
に
つ
い
て
（
上
・
下
）」『
出
光
美
術
館
館
報
』
七
七
〜
七
八
号
、
一
九
九
一
〜
一
九
九
二
年

江
村
知
子
「
光
琳
の
蒔
絵
製
作
と
絵
画
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
一
五
九
号
、
美
術
史
學
會
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月

（
32
）　

二
方
桟
蓋
と
は
身
に
重
な
る
立
ち
上
が
り
が
な
く
、
平
板
が
身
の
上
に
直
接
乗
る
形
状
で
裏
に
二
本
の
桟
が
付
い
て
い
る
蓋
の
こ
と
で

あ
る
。

（
33
）　

裏
千
家
四
代
の
仙
叟
宗
室
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

井
口
海
仙
『
竹
蔭
抄
』
河
原
書
店
、
一
九
四
七
年

石
川
県
立
美
術
館
、
茶
道
資
料
館
編
『
特
別
展　

仙
叟
宗
室　

人
と
茶
の
湯
』
石
川
県
立
美
術
館
、
一
九
九
六
年
四
月

熊
倉
功
夫
『
茶
の
湯
と
茶
人
の
歴
史
』（
熊
倉
功
夫
著
作
集　

第
二
巻
）
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
九
月

（
34
）　

扇
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

水
尾
比
呂
志
『
宗
達
光
琳
派
扇
面
画
集
』
全
四
冊
、
光
琳
社
出
版
、
一
九
六
五
年

『
光
琳
の
団
扇
画
』（
雅
Ⅱ
）
瀬
津
雅
陶
堂
、
一
九
七
八
年

『
扇
面
画
（
古
代
〜
近
世
編
）』（
日
本
の
美
術　

三
一
九
〜
三
二
一
号
）
一
九
九
二
年
一
二
月
〜
一
九
九
三
年
二
月

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
山
口
県
立
美
術
館
編
『
扇
の
国
、
日
本
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
一
一
月

（
35
）　

今
後
は
、
本
作
の
扇
面
画
の
貼
り
合
わ
せ
方
が
、
文
人
や
い
わ
ゆ
る
江
戸
琳
派
の
好
み
に
近
い
点
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

挿
図
・
資
料
出
典

（
挿
図
1
〜
5
）　
『
尾
形
光
琳
三
〇
〇
年
記
念
特
別
展　

燕
子
花
と
紅
白
梅　

光
琳
デ
ザ
イ
ン
の
秘
密
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
四
月
、
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七
六
〜
七
七
頁

（
挿
図
6
）　
「
東
京
国
立
博
物
館　

研
究
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」https://w

ebarchives.tnm
.jp/

「
八
橋
蒔
絵
硯
箱
」
作
品
番
号
「C

0061049

」

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
四
月
九
日
）

（
資
料
）　

全
て
筆
者
作
成
。

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度　

学
習
院
大
学
哲
学
会　

秋
季
研
究
発
表
会
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
四
日　

於
学
習
院
大
学
）
で
行
っ
た
口
頭

発
表
の
一
部
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
本
研
究
に
際
し
て
、
学
習
院
大
学
の
佐
野
み
ど
り
先
生
、
荒
川
正
明
先
生
よ
り
貴
重
な
ご
助
言

と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
図
版
の
掲
載
お
よ
びG

L
IM

-IR

で
の
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
所
蔵
館
各
位
の
ご
厚
情
を
賜
り

ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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A

 study of box w
ith fan-shaped paintings by O

gata K
ō rin: Screen developm

ent on the box

 
A

R
A

I, Y
ui

　

O
gata K

ō rin’ s “ B
ox w

ith fan-shaped paintings,”  an im
portant cultural property at the M

useum
 Y

am
ato B

unkakan, has 

tw
elve fan-face paintings affixed to it. R

esearch has thus far focused on the paintings by K
ō rin to the exclusion of the 

overall design of the box.T
his article rather offers new

 perspectives on the box by considering it in its entire form
.

　

F
eatured on this box are m

otifs associated w
ith “ Saigyō ”  and “ H

akurakuten” , w
hich are derived from

 the “ Illustrated 

B
iography of the M

onk Saigyō ”  and the N
oh song “ H

akurakuten.”  T
hese tw

o stories have several sim
ilarities. First, both 

are “ utam
onogatari”

（poem
-tales

）. S
econd, both “ utam

onogatari”  feature scenes of a journey. “ S
aigyō ”  and “ M

ount 

F
uji”  are rem

iniscent of “ F
uji-m

i S
aigyō ”  because they are pasted as a set. In addition, the set of “ H

akurakuten” and 

“ D
ragon”  rem

inds the view
er of the story’ s developm

ent in the N
oh song “ H

akurakuten.”  T
he fixed form

 of “ F
uji-m

i 

S
aigyō ”  and “ F

ujigoshi-R
yū

”

（“ T
he D

ragon R
ising O

ver M
ount F

uji”

）has been popular since the later E
do period. 

T
herefore, the fan-face paintings are thought to have been put on the box thought in the late E

do period

（1615

─1868

）, 
probably follow

ing the H
iroshi period.

　

N
ext, by com

paring this w
ork w

ith various early m
odern paintings and crafts, this article exam

ines its sources of 

inspiration. Sim
ilarities of m

odeling can be seen w
ith other m

aki-e boxes on w
hich fan-face paintings w

ere draw
n, such 

as S
enm

en H
arim

aze B
yō bu and S

atsu-bako. T
he latter w

ork has been com
pared to the fans. T

he com
parison revealed 

that the expressive decision to divide fixed-form
 titles com

bining tw
o m

otifs onto the front and back of a fan becam
e 

popular at the end of the 18th century; thus further suggesting that the fan fram
es w

ere pasted on after the late E
do period.

　

T
he current form

 of the w
ork ow

es to a later person w
ho affixed the fans to the box. T

he w
ork is decorated not only 



33

尾形光琳筆「扇面貼交手筥」に関する一試論（新井ゆい）
w

ith the R
im

pa style fan-face paintings and bold and luxurious gold, but also w
ith craftw

ork indicative of later tastes; the 

added value of such features com
plicates our evaluation of this w

ork.

 

（
美
術
史
学
専
攻　

博
士
後
期
課
程
二
年
）
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